
第４回 執 行 役 員 会 議 議 事 要 旨 

Ⅰ 日  時    令和５年７月２０日（木）１５時０３分～１６時２１分 
Ⅱ 場  所    理工学部１号館４階 第１会議室 
Ⅲ 出席者   石崎学長（議長） 

林，花屋，小坂，五十嵐，近藤の各理事 
藤森，高山，小湊，齋藤（貴），石間，佐藤，西村の各執行役員 

陪席者    岡野，丸山の両監事 

総務部長，財務部長，学務部長，研究推進部長，施設運営部長，大学戦略

担当部長，昭和地区事務部長，（リモート：監査室長） 

その他関係事務職員 
Ⅳ 欠席者  齋藤（繁）理事 
Ⅴ 議事概要 

１ 協議事項 

（１） 大学教員の定数配分に係る基本指針の一部改正について
学長から，資料１に基づき，大学教員の定数配分に係る基本指針の一部改正につ

いて説明があり，協議の結果，文言を一部修正のうえ承認することとした。なお，
修正については学長一任とした。 

また，学長から各学部等に対し以下の２点について要請があった。 
○ 特に定年退職については，予め退職時期が想定できることから，各学部等内
で中・長期的な将来構想を十分に検討し，将来構想に沿った人事配置であるこ
とを再配分申請書に記載すること

○ 今回，「原則として留保なし」と基本指針を改正する大学院医学系研究科法
医学分野教授について，各学部等において原則３～１２月の留保期間を設けて
いることを踏まえ，可能な限り留保期間を設けることを検討すること

（２） 教員の選考について
学長から，資料２に基づき，教員の選考について説明があり，協議の結果，原案

どおり承認した。 

（３） クロスアポイントメントの適用について
学長から，資料１に基づき，クロスアポイントメントの適用について説明があり，

協議の結果，原案どおり承認した。 

２ 報告事項 

（１）研究 URAの任期の定めのない職への移行について
花屋理事から，資料４に基づき，研究 URA の任期の定めのない職への移行につい

て報告があった。 

（２）学生に対するセクシュアルハラスメントを含む性暴力等の防止に向けた取組につい
て
小坂理事から，資料５に基づき，学生に対するセクシュアルハラスメントを含む

性暴力等の防止に向けた取組について報告があった。



（３）教員定数の再配分について 
学長から，資料６に基づき，教員定数の再配分について報告があった。 

 
３ その他 
 
                                     以 上 


